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図－2 載荷モデルの概要

下端部が腐食した桁端部の耐力評価に関する２，３の考察 
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１．まえがき  

 近年，鋼橋桁端の支点付近に腐食が数多く報告されている.この部分は，支点上補剛材の設計に関連して，

柱としてモデル化され，照査されている.腐食により断面が減少した場合の桁端部の照査は，下端部の支圧に

対する照査も行われると考えられるが，この時の有効断面は，柱としてのモデル化で使用される有効断面が使

用されているものと考えられる. 

これに対して，すでに筆者らは，桁端部をモデル化し，弾塑性有限変位解析を行い，桁端部の下端が断面減

少した場合の照査は支圧としてではなく，局部座屈も考慮して検討することを提案した.また，この研究の中

でウェブの有効断面についても検討を加えた. 

本研究では，まず，ウェブ下端部の局部座屈に対する耐力を考える場合に，ウェブが下フランジで部分的に

でも支持されることが，耐力の向上に寄与していることを検討するため，文献 3)と同様の手法で，３次元有

限変位弾塑性解析を行った．さらに，ソールプレート形状が桁端部の耐力に与える影響についても検討した. 

２．解析手法概要 

(1) 解析対象モデル 

対象とする一般的なモデル橋梁として，平成 6 年版の 
標準設計から，主要幹線道路橋の単純プレートガーダー橋 
（設計番号 0240）を選択した．対象橋梁の一般図を図－1 
に示す. 
(2) 解析モデル 

支点上付近の構造諸元を変えないことを条件に，対象橋梁の 
桁端部にせん断力が支配的に載荷されるように，端対傾構から 
隣接する対傾構間を支間とする単純桁としてモデル化した．支 
点上補剛材は柱の軸方向圧縮応力が下端で最大となる三角形分 
布を仮定して柱として設計されるので，図－2 に示すように， 
支間中央に線荷重を載荷する解析を行った．また，腐食による 
断面欠損箇所は板厚をゼロとしてモデル化した．ソールプレー 
トと載荷板はソリッド要素（弾性体）とし，それ以外は，すべ 
てシェル要素でモデル化した． 
(3) 境界条件と載荷方法 

対傾構間隔を支間とした桁の中央面（図－2 中のオレンジ色の線部）には支間中央に対する対称条件を与え

ている．載荷は，鉛直荷重を想定して，垂直補剛材の直上にフランジ幅にわたって載荷板を介して線荷重を載

荷した．支点部は，文献 4)ではウェブの有効幅を考慮していない線支承を対象とし，支点上補剛材の直下に，

ソールプレート幅にわたって回転端とする境界条件を与えた．  
 キーワード 腐食，桁端部，支点上補剛材，３次元有限変位弾塑性解析，耐荷力 
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図－1 対象橋梁一般図（寸法単位：mm）

ウェブ：1800×9（SM490Y）

支点上補剛材：155×14（SS400）

支間中央の面
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図－3 ソールプレートの形状による最大荷重の比較

※補 足 

径間側 1：ソールプレート端部より支点側 30mm までの径間側の欠損 

径間側 2：径間側 1よりさらに桁端部に 30mm までの径間側の欠損 

桁端側 1：桁端側 1全ての欠損 

桁端側 2：ソールプレート端部より支点側 30mm までの桁端側の欠損 

  表－1 解析結果（最大荷重）一覧 

３．解析ケース  

本研究では，文献 3)に対して，下フランジの拘束が桁端の耐力に及ぼす影響を検討するため，表－1 の赤枠

に示すようにソールプレート形状（270×35×500）および桁端側２のケースについて追加解析を行った． 

４．解析結果と考察  

解析により得られた最大荷重を文献 3)の結果

とともに表－1 に示す．また，それらの最大荷重

と文献 3)のソールプレートが 270×22×330 の場合

の最大荷重との比較を図－3 に示す.縦軸の比率

は，ソールプレート（270×35×500）の場合の最大

荷重をソールプレート（270×22×330）の場合の最

大荷重で除した値である. 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

ソールプレートの板厚を 35mm に，橋軸方向の長さを 500mm としたケースでは，健全タイプでは，SS400

だけの場合は 7％，SM490Y だけの場合は 9％，補剛材のみ SS400 の場合では 5％最大荷重が増加した．一方，

損傷タイプでは，ウェブ欠損の場合 0～6％，補剛材片側欠損の場合 13％程度，補剛材両側欠損の場合 20％程

度増加し，その増加量はばらついている.ウェブがソールプレートの範囲の外にある下フランジであっても，

荷重伝達が桁端部のウェブでも行われ，かつ，ウェブの座屈モードが下フランジで拘束されたモードになって

いるため（図－4 参照），支点部の最大荷重が向上しているものと考えられる. 

５．まとめ  

 支点上のウェブと補剛材の下端が腐食による断面欠損を起こした場合を想定し，欠損部の板厚をゼロとして

モデル化した桁端部の耐力を３次元弾塑性解析によって検討した.この結果，桁端側のウェブの耐力への寄与

は，下端が完全に切れた場合に対して，桁端側の端部だけでも下フランジに拘束されると，その部分が，道路

橋示方書の有効断面積に計上されない断面であるにもかかわらず，耐力向上に寄与することがわかった.また，

ソールプレートの厚さと橋軸方向長さを文献 3)の約 50％増しとすると，健全時の耐力は 5～9％上昇し，欠損

時はタイプによってばらつき，最大で 20％程度増加し，ソールプレートの形状が桁端部の耐力特性に影響し

ていることがわかった.今後はこれらの解析結果を参考にして，補修方法の検討を行っていく予定である. 
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図－4 応力コンター図 
（対象橋梁：補剛材 SS400,ウェブＳＭ490Ｙ， 
ベースモデル,ソールプレート 270×35×500） 
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